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都市の特性と課題－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 目指す都市の姿－６  

 

 

 

 

  

 

都市の特性と課題－７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 目指す都市の姿－７  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・錦川にかかる錦帯橋に代表される城下町地区については、国の重要文化的景観*に選定
されており、これらの保存と活用を図りながら、次代に継承していく必要があります。 
・市内各地には歴史的な建造物や伝統行事等が地域の人々によって守られ、引き継が
れています。 

・岩国錦帯橋空港の開港により、広域的な交流機会がこれまで以上に増加しているこ
とから、市民のみならず来訪者にとっても魅力ある都市と感じられるよう、本市の資
源が有する魅力を広く紹介するとともに、有効に活用する取組が求められています。 

⑥ 歴史、文化等の地域資源を活かしたまちづくり 
・ 錦帯橋周辺の歴史資源や旧街道と宿場町、美しい田園風景等、市内全域に数多
く分布する地域固有の資源を活かして、地域の魅力を発信し、活力の創出を図
ります。 

・本市でも 2005（平成 17）年の台風 14 号のほか、2018（平成 30）年７月豪雨（西日
本豪雨）等、自然災害が頻発・激甚化しており、浸水被害等を受ける頻度が増えてい
ることから、避難場所や避難路の整備等、自助・共助・公助による防災体制の構築が
急がれています。 

・地震や豪雨等による自然災害に対して、土砂崩れや浸水被害等の被害の発生が想定
される地区が市街化区域の縁辺部等で多くみられます。 

・道路が狭いのに対し、家々が隣接する等、火災に対して延焼の危険性のある地区や、
円滑な消防活動が困難な地区もみられます。 

⑦ 災害に強いまちづくり 
・ 錦川や島田川等の洪水対策と浸水のリスクがある市街地での防災機能の強化
を図ります。 

・ 土砂災害に対する防災機能の強化を図ります。 
・ 自然災害に対して安全な居住地への居住の誘導を図ります。 
・ 頻発・激甚化する自然災害に対して円滑に避難できる対策を進めます。 
・ 家屋が密集する地区では、生活道路*の拡幅による地域の防災機能の強化を図
ります。 
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第２章 都市づくりの目標 
 

１．岩国市の将来像 

上位計画である『第３次岩国市総合計画』の将来像の実現に向けて、第１章において示

した「目指す都市の姿」を実現していく必要があります。そのための岩国市都市計画マス

タープランの将来像を次のとおり掲げます。 

 

第３次岩国市総合計画の将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．都市づくりの基本理念 

岩国市都市計画マスタープランの将来像を実現するため、『第３次岩国市総合計画』の

基本理念をもとに、以下の３つの基本理念を踏まえた都市づくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ともに歩み、ともに創り、ともに輝く、 

交流とにぎわいのまち岩国 

岩国市都市計画マスタープランの将来像 

「時流」とともに歩む・・・ 

変化する社会情勢や経済状況の中、市⺠の暮らし⽅のニーズに応じた、安全で快適な

生活環境が提供できる都市を目指します。 

「郷土」とともに歩む・・・ 

広大で豊かな自然環境により生み出される恵みや、その中で育まれる歴史・文化を守

り、次代に継承する都市を目指します。 

「人」とともに歩む・・・ 

まちづくりのあらゆる場⾯において市⺠の参加の仕組みを構築し、市⺠と⾏政との協

働により課題の解決に取り組むことで、未来を切り開いていく都市を目指します。 
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３．目標人口 

2023（令和５）年３月に策定した『第３次岩国市総合計画』では、社人研による将来人

口の推計値①を基に、出生率や社会移動（転入・転出）の改善を見込んだ３通りの将来人

⼝推計（推計値②〜④）を提⽰しています。（下図参照） 

具体的には、推計値②は「市⺠希望出⽣率、⼈⼝置換⽔準が実現」することにより出⽣

率が改善されるケース、推計値③は「若者の定住に関する希望が実現」することにより社

会移動が改善されるケース、推計値④はこれら両方が実現するケースとなっています。 

推計値①では、基準年次である2020（令和２）年の129,125人に対し、計画の目標年次

である2045（令和27）年には９万人まで減少することが予測されています。  

一方、推計値②〜④では、いずれも推計値①を上回る人口規模が見込まれており、出

産・子育ての希望をかなえる施策や移住・定住の促進に向けた施策の展開により、推計値

①を上回る人口の確保を目指すこととしています。 

岩国市都市計画マスタープランにおいては、これらの考え方に基づき、2045（令和

27）年の目標人口として、９万人を上回る水準とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

55,600 
62,100 
69,300 

81,000 

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

2010
平成22

2015
平成27

2020
令和2

2025
令和7

2030
令和12

2035
令和17

2040
令和22

2045
令和27

2050
令和32

2055
令和37

2060
令和42

2065
令和47

2070
令和52

①社人研推計準拠

②市民希望出生率1.65が2025(令和７)年、
人口置換水準2.07が2040(令和22)年に実現(社会移動は社人研準拠)
③若者の定住に関する希望が男が2025(令和７)年、女が2030(令和12)年に実現
（出生率は社人研準拠、定住希望の実現後は社会移動均衡）
④市民希望出生率と若者の定住に関する希望が実現

（人）

（年）

目標年次
2045(令和27）年
④ 101,300
③ 97,000
② 93,200
① 90,000

④

③
②
①

本計画の
中間年次

本計画の
目標年次

中間年次
2035(令和17）年
④111,500
③109,700
②107,100
①105,800

④

③
②
①

本計画の
中間年次

本計画の
目標年次

■将来目標人口 

②市民希望出生率1.65が令和7(2025)年、
人口置換水準2.07が令和22(2040)年に実現(社会移動は社人研準拠)

③若者の定住に関する希望が男が令和7(2025)年、女が令和12(2030)年に実現
（出生率は社人研準拠、定住希望の実現後は社会移動均衡）

④市民希望出生率と若者の定住に関する希望が実現

出典：第３次岩国市総合計画を元に加工 

②市民希望出生率1.65が2025(令和７)年、
人口置換水準2.07が2040(令和22)年に実現(社会移動は社人研準拠)

③若者の定住に関する希望が男が2025(令和７)年、女が2030(令和12)年に実現
（出生率は社人研準拠、定住希望の実現後は社会移動均衡）

④市民希望出生率と若者の定住に関する希望が実現
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②市民希望出生率1.65が2025(令和７)年、
人口置換水準2.07が2040(令和22)年に実現(社会移動は社人研準拠)
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第
２
章
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４．都市づくりの目標 

岩国市都市計画マスタープランで掲げる「将来像」や「目指す都市の姿」の実現に向け

て、「都市づくりの目標」を設定します。 

 

 

目指す都市の姿 

① 将来を見据えた持続可能な都市経営の実現を目指すまち 

② ヒト・モノ・カネが集まるにぎわいのある拠点を活かしたまち 

③ 恵まれた交通環境を活かした魅力あるまち 

 

上記のまちづくりが実現した都市では・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す都市の姿の実現に向けて目標を設定します。 

目標１ 拠点とネットワークによる交流と活力を生み出す都市づくり 
 

 

 

・「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりが進んでいます。 

・高密度な土地利用と低密度でゆったりとした土地利用が適正に配置された、 

メリハリのある市街地に再編されています。 

・地域の実情やニーズに応じた、岩国らしい中心市街地が形成されています。 

・岩国市の多様な魅力が本市の活力につながっています。 

・誰もが行きたい場所に行けるような、道路・公共交通環境が整っています。 

・まちづくりのあらゆる場面において、環境に配慮されています。 
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目指す都市の姿 

④ 誰もが安全で快適に暮らすことができるまち 

 

上記のまちづくりが実現した都市では・・・ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

目指す都市の姿の実現に向けて目標を設定します。 

目標２ 多様な暮らし方を選べる魅力ある都市づくり 
 

 

 

 

・にぎわいのある暮らしやゆとりある暮らし等、それぞれのライフスタイルや 

ライフステージにあった住まいを選べます。 

・公園や生活道路等、地域の実情に応じて必要な都市基盤が整っています。 

・空地や空家等の使える空間をうまく使っています。 
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目指す都市の姿 

⑤ 豊かな自然環境を守り育てるまち 

⑥ 歴史、文化等の地域資源を活かしたまち 

 

上記のまちづくりが実現した都市では・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す都市の姿の実現に向けて目標を設定します。 

目標３ 自然、歴史、文化を活かした愛着と誇りを持てる都市づくり 
 

 

・岩国の山、川、海、田園が良好な状態で維持されています。 

・農林水産業等、自然を活かした産業が活性化しています。 

・いにしえより伝わる本市固有の歴史や文化、景観を守り育てながら、地域の

活性化に活かしています。 

岩国市都市計画マスタープラン(改定版) 
第２章 都市づくりの目標 

 

53 

 

 

 

目指す都市の姿 

⑦ 災害に強いまち 

 

上記のまちづくりが実現した都市では・・・ 

 

 

 

 

 

 

目指す都市の姿の実現に向けて目標を設定します。 

目標４ 自然災害に備えた安心・安全な都市づくり 
 

 

 

 

 

 

 

目標１から４のまちづくりが実現した都市では・・・ 

 

 

 

 

 

 

支えあいと協働で暮らしを支え、育む都市づくり 
 

 

 

 

 

 

・たくさんの人がまちづくりに参加しています。 

・みんなで協力して快適に暮らせる環境を保っています。 

・救急・災害時の備えが整った強靭なまちになっています。 

・あらゆる人が防災・減災活動に参加し、お互いに助け合える環境が整っています。 
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■ 都市づくりの基本方針の体系図 
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５．将来都市構造 

本市の将来像の実現に向けて、都市計画分野では「コンパクト･プラス･ネットワーク」

のまちづくりによる、安心・安全で快適を確保した持続可能なまちづくりを進めます。 

「コンパクト･プラス･ネットワーク」のまちづくりを進めるため、市全域、地域、地区

の中心や産業の中枢を「拠点」に設定するとともに、これらの拠点や市外の都市とを結ぶ

交通網を「都市軸」に設定し、「ゾーン」で示す土地利用の方針に基づき、「拠点」と

「軸」それぞれが担う役割を達成していきます。 

 

 

 

■ 将来都市構造図（市域全体） 
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■ 将来都市構造図（都市計画区域） 

、 
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■ 将来都市構造図（都市計画区域） 
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（１）拠点 

市全域、地域、地区の中心や産業の中枢を「拠点」に設定し、各拠点が担う役割に

応じた機能の維持や強化を図ります。 

 
①都市拠点 

高次都市機能*が集積し、公共交通が充実する、本市の中心的な役割を担う岩国駅

を含む中心市街地及びその周辺の市街地を位置付け、拠点性の強化を図ります。 

 

②地域拠点 
地域の日常生活を支えるための機能が集積する、各地域の中心的な役割を担うエリ

アとして、総合支所や支所が立地する既成市街地を位置付け、地域の中心としての機

能の維持と強化を図ります。 

 

③地区拠点 
岩国都市計画区域内において、地区の日常生活を支えるための機能が集積する、地

区の中心的な役割を担うエリアとして、城下町地区、川下地区、南岩国地区の既成市

街地を位置付け、地区の中心としての機能の維持と強化を図ります。 

 

④医療・防災交流拠点 
本市の高度医療及び消防・防災の中心的な役割を担うエリアとして、岩国消防防災

センターや国立病院機構岩国医療センターなどの医療・防災機能に加え、交流機能を

有する愛宕山ふくろう公園を含む区域を医療・防災交流拠点として位置付け、危機管

理機能のさらなる強化を図ります。 

 

⑤福祉・交流拠点 
本市の福祉機能の中心的な役割を担うエリアとして、福祉機能、科学学習機能及び

屋外空間を活⽤した交流機能を有する⿊磯地区のいこいと学びの交流テラスを中⼼に、

福祉・交流拠点として位置付け、福祉機能の充実を図ります。 

 

⑥工業拠点 
製造業等の工業施設が集積する業務活動の中心的な役割を担うエリアとして、臨海

工業地及び内陸部の工業団地を位置付け、産業活動の維持・発展を図ります。 

 
⑦流通業務拠点 

国土交通軸や広域交通軸等の広域的な交通施設の利便性を活かした流通業務活動の

中心的な役割を担うエリアとして、重要港湾岩国港周辺地区、岩国インターチェンジ
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の周辺地区及び岩国市地方卸売市場周辺地区を位置付け、流通業務機能*の更なる集

積と強化を図ります。 

 

⑧観光・レクリエーション拠点 
良好な自然環境等を活用し、多くの人が交流、休憩、体験等ができるエリアとし

て、瀬⼾内海国⽴⾃然公園、⻄中国⼭地国定公園、羅漢⼭県⽴⾃然公園や、錦帯橋を

はじめとする観光施設、大規模公園等を位置付け、自然環境の保全・活用や施設の機

能充実を図ります。 

 

 

（２）都市軸 
拠点や市外の都市とを結ぶ交通網を「都市軸」に設定し、それぞれの都市軸が担う

役割の維持・強化を図ります。 

 

①国土連携軸 
国土レベルの広域的な移動を主目的とする交通施設により、広域的な連携を支える

機能を担う軸として、ＪＲ山陽新幹線、山陽自動車道、中国自動車道及び岩国錦帯橋

空港を位置付け、機能の維持と交通結節機能の強化を図ります。 

 

②広域連携軸 
広域的な移動を可能とする交通施設により、県内外の都市との連携を支える機能を

担う軸として、ＪＲ山陽本線、国道２号及び国道188号等の鉄道や幹線道路を位置付

け、機能の維持・強化を図ります。 

 

③地域間連携軸 
市内の移動を主目的とする交通施設により、市内の各拠点を連携する機能を担う軸

として、ＪＲ岩徳線、錦川清流線及び主要な地方道や市道等を位置付け、機能の維

持・強化を図ります。 

 

 

（３）ゾーン 
土地利用に基づき「ゾーン」を設定し、それぞれのゾーンに応じた機能の誘導や維

持・保全を図ります。 

 

①市街地 
既に市街地が形成されている岩国都市計画区域の市街化区域及び岩国南都市計画区

域の用途地域を位置付け、『岩国市立地適正化計画』で設定したにぎわい居住区域
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1. 土地利用の方針
2. 市街地整備の方針
3. 都市施設整備の方針
4. 自然的環境の保全・整備の方針
5. 景観形成の方針
6. 都市防災の方針
7. 地域特性を活かした「交流とにぎわいのまち」
　 の実現に向けて

第３章
都市づくりの方針

（全体構想）
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（居住誘導区域）への居住の誘導と、都市機能誘導区域を中心とした都市機能の立地

誘導を図ります。 

 

②農地・集落地 
優良な農地及び農林漁業等の集落が形成されている、市街地周辺のまとまりのある

農地・集落地、中山間地及び沿岸部の集落地を位置付け、これらの環境の維持・保全

を図ります。 

 

③山地・丘陵地 
市の北部に広がる山地及び市街地周辺の丘陵地を位置付け、これらの維持・保全を

図ります。 

 

④自然公園 
瀬⼾内海国⽴⾃然公園、⻄中国⼭地国定公園、羅漢⼭県⽴⾃然公園を位置付け、今

後も豊かな自然環境の積極的な保全と活用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 




